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1. は じ め に

仮想マシンを遠隔地ネットワーク（WAN）越しに

移動させる遠隔地ライブマイグレーション技術により，

様々な機能を持ったデータセンタが実現できる．例え

ばデータセンタ間の負荷分散1) や低炭素仮想プライ

ベートクラウド2) などが提案されている．

遠隔地ライブマイグレーションでは，仮想マシンの

メモリ転送量削減が最重要課題である．ライブマイグ

レーションのために転送すべきデータは主に仮想マシ

ンのメモリとディスクイメージがある．このうちディ

スクイメージは書き込みがメモリに比して遅いため，

移動元データセンタと移動先データセンタでリアルタ

イムに同期できる．一方，メモリは書き込みが高速で

あるためマイグレーション時に転送する必要があり，

遠隔地ライブマイグレーションにおけるボトルネック

となる．

本研究では仮想マシンの持つページキャッシュを転

送せず移動先データセンタでディスクイメージから復

元することで遠隔地ライブマイグレーションを高速化

する．webサーバなどの大量のファイルを扱うワーク

ロードではページキャッシュが仮想マシンのメモリの

多くを占める場合がある．提案システムはこのような

場合に特に有効である．従来研究では仮想マシンのメ

モリを一様なバイト列として扱うため，本研究のよう

な最適化は行えない．一方我々はゲスト OSの持つ情

報を有効に活用することで提案手法を実現する．提案

手法の詳細については文献 3)を参照のこと．

2. デモンストレーション

提案システムの概要を図 1 に示す．移動元ホスト

と移動先ホストでディスクイメージはリアルタイムに
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図 1 ページキャッシュの復元による遠隔地ライブマイグレーショ
ンの高速化

同期されている．ライブマイグレーションを行う際，

提案システムは仮想マシンのメモリから，ディスクイ

メージから復元可能なページキャッシュを検出する．

ページキャッシュは移動先でディスクイメージから復

元され，マイグレーション時にWAN越しに転送する

必要がない．またページキャッシュは仮想マシンの実

行が移動先で再開する前に，ゲストから透過的に復元

される．従ってページキャッシュを削除した場合に発

生するような性能低下は見られない3)．本デモでは，

帯域を制限したネットワークにおいて提案システムが

ライブマイグレーションにかかる時間を削減すること

をプロトタイプ実装を用いて実演する．
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